

























































た｡ この他には, より長い期間を必要とするが, 家畜の飼育も現金収入の獲
得につながる｡ 特に, 牛や水牛など大型の家畜はまとまった現金を得る手段
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されたのは, 年, 中部のカンムアン県であり, タイの民間企業が苗木を
持ち込み, ターケーク郡にヘクタール植林した｡ そして, 年にはヒーン
ブン郡でヘクタールの土地に植栽された [河野, 藤田 ：	]｡ 一方,
北部では年に中国雲南省のゴム園で労働者として働いた経験をもつ農民
































フォーマルな投資家 (その一部は中国人) によって保有されている｡ 残りが
ゴム会社社による正式な投資によるもので, そのうち中国の会社が９社を
占める｡ コンセッションが少ないのは, 県の方針としてコンセッションより
契約農業を推奨しているからである｡ 県当局はいわゆる ｢２＋３｣ 契約農業
モデルを推進しており, これは村人が土地と労働力を提供し, 投資家が資本
と技術と市場アクセスを提供するもので, 利益分配率は村人側が％, 資本




















りコンセッションを取得し, パラゴムノキ植林に着手した｡ その後, 同じく
ベトナムからもう一社参入し, 年までに計３社がそれぞれゴム園開発を























































































































宅地などに区分していく｡ 最後に農地の所有権を個人, 森林の管理権を村に割り当てる, とい
う内容であった｡ 森林はその植生の状況や利用目的によって ｢保護林｣, ｢保全林｣, ｢生産林
(利用林)｣, ｢再生林｣, ｢荒廃林｣ の５種類に区分され, それぞれの目的に応じた管理規則が作
られた｡ ｢荒廃林｣ は, 個人や集団が植林, 放牧, 農業を行う目的で利用できることになって
いたという [名村 ：]｡
一方, 常畑は原則的に登記されており, その占有権ないし利用権は明確であ























































































ある｡ イモ類やマメ類, ウリ類, トウガラシなどは焼畑の片隅に植えてきた





























満があるようである｡ ある男性は, ｢我々だって除草ぐらいできる｡ それと
も, 我々にはできないというのか｣ と皮肉まじりに語った｡ また, Ｂ社に比
べて世帯に対する土地の分配が遅れていることについても不満そうであった｡





べた｡ なぜならそのほうが ｢ターム・チャイ｣ (自分の意に沿うという意味)






























































































と結びついていると考えられる｡ 彼は, しばしば文化人類学者が, ｢文化変
化｣ あるいは ｢アカルチュレーション｣ として描かれる前資本主義社会の変
化に対し, ｢文化接触｣の単純な効果しか見ないことを抽象化とみなして批判
している [：]｡ 彼によれば, 伝統的秩序から引き離され,
近代経済の世界へと入っていくことは, ハビトゥスの体系的変化を引き起こ
































この世帯については拙著 [] の第二章, ｢経済格差と経済資本｣ で詳しくとり上げている｡
ない状態であり, ｢労働のエートスが神の心象や自然界の豊穣性の精霊たち
によって支配されている｣ [	









































































































また, 世帯, あるいは地域住民たちが ｢フアン｣ (家) と呼ぶ社会単位の
性格も変化する可能性が高い｡ というのは, この ｢フアン｣ が伝統的に生産
消費単位を形成しており, 村落内でも社会単位として認知され, 様々な役割
を担ってきた [中田 ：]｡ そのメンバーは皆, 原則として同じ焼畑
で農作業を行い, そこから収穫したコメを同じ米倉に入れ, ともに食べるこ
とが当然とされてきたが, 焼畑を失うことにより, 同じ世帯内で異なる労働


















予測可能性と計算可能性に関するものであり, 経済行為の ｢合理化｣ と結び
つく [	
：]｡ ところが, このような予測可能性や計算可能
性, そして ｢合理化｣ は, 伝統的な世帯や家族の在り方と矛盾するものであ
る｡ なぜならば, 不分割な存在としての世帯や家族は, 貨幣による交換や計
算の精神の一般化とは相いれないものだからである｡ というのは, 消費エネ
ルギーや労働の生産物, 消費資源の測定を可能にする貨幣は, 集団の中で部


























分に影響を与える｣ [ギデンズ ：] としており, ｢再帰性｣ をそのキー・
タームとして提起している｡ これは, 特にモダニティの環境の制度的再帰性


















河野泰之, 藤田幸一  ｢第章 商品作物の導入と農山村の変容｣ 横山智, 落
合雪乃 (編) 『ラオス農山村地域研究』 めこん｡
ギデンズ, アンソニー  『モダニティと自己アイデンティティ―後期近代にお
ける自己と社会』 (訳) 秋吉美都, 安藤太郎, 筒井淳也, ハーベスト社｡
中田友子  『南ラオス村落社会の民族誌―民族混住状況下の｢連帯｣と闘争』 明
石書店｡
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